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新しいビジネスを広めたい！ 

Vol.97

７６ 

発行：逗子文化プラザ市民交流センター（平成 30 年 8 月 20日） 

ま だ ま だ 暑 い 日 が 続 い て い ま す 。 今 年 の 暑 さ は

「 酷 暑 」と い う 表 現 で は 物 足 り な い く ら い 、ま さ

に「 極 暑 」と い う 感 じ で し ょ う か 。と は い え 暦 の

上 で は も う す っ か り 秋 の 季 節 の 到 来 で す 。  

涼 し く な る 日 が 待 ち 遠 し い で す ね 。  

活動をもっと知ってもらいたい イベントで集客したい！ 

 
ワークショップ 

もあります♪ 



親子講座 日時：9月 27日（木）　10:00~11:30
対象：未就園児とその保護者
定員：先着10組（予約制ではありません）
場所：市民交流センター 会議室

手あそびや読み聞かせなど。
子育てママと一緒にゆっくりした時間を過ごしませんか？

產直いちば

日時：2018 年 8 月 5 日（日）10：00 ～ 16：00
場所：市民交流センター第 2・３会議室
参加者数：19 名
講師：戸塚 太郎さん（株式会社にじたろう　代表取締役）　
　　　他スタッフ 2 名

15 分間でぬりえを仕上げてスキャナーに取り込んでいる間に工作をするという流れでした。
コースターの表と裏に絵を描いてくるくる回すと、目の錯覚で 1 枚の絵のように見える「ソーマトロープ」
絵をかいた紙を広げると、別の絵がでてくる「おりたたみ絵」
白い CD に模様を描き、穴にビー玉と指サックで作った芯を差し込み回すと、模様が 1 枚の絵のように見える

「まわる模様コマ」のどれかを選んで工作しました。
最後に自分達が描いたぬりえが登場人物となって動く、アニメーションを鑑賞しました。
自分の絵がテレビアニメのキャラクターのように動き、さまざまな活躍をする様子を目にしてみなさんで盛り上がりました。
工作も、飽きてしまう子、じっくりと模様付けをする子、いくつもやりたがる子と様々でしたが、
スタッフが上手にサポートしながら終始楽しく進める事ができました。

日時：2018 年 8 月 5 日（日）10:00~15:00
場所：フェスティバルパーク
出店：syoku-yabo 農園、湘南石鹸、葉山アイス、佐島漁港
　　　SUZUKIYA、逗子のマルシェ、島の八百屋さん

逗子文化プラザホール主催企画ホールオープンデー「マルっと文プラ」への共催企画として市民交流センター会議室・
フェスティバルパークを会場として「食の野望」と「コドモーション」が開催されました。文化プラザ内を市長を先頭に
カラフルでかわいいチンドン屋さんと子ども達が楽しそうに練り歩いたり、フェスティバルパークでは、自然の材料に
こだわったお店の食品や石鹸などの販売、久しぶりに登場した「逗子のマルシェ」も暑さの中出店して来場者を楽しませて
くれていました。今回は「逗子のマルシェステージ」として　地元の子どもたちのヒップホップダンスや、クラシックの
ライブなどが行われ来場者との新たな交流が生まれていました。、会議室では南国徳之島の文化を紹介するワークショップや
特産品の販売が開催されていました。文化プラザホール全体が、賑やかなイベント会場となり親子連れで終日盛況でした。



 

 
この度の平成 30年 7月豪雨(西日本豪雨)によりお亡くなりになられた方に、心より哀悼の意を表します。また、被害に遭

われた方にお見舞いを申しあげます。 

 

7 月 18 日(水)から 22 日(日)まで、岡山県倉敷市内に設置された、倉敷市災害ボランティアセンターの支援に行ってまい

りました。ボランティアセンター自体は、地元の倉敷市社会福祉協議会が設置していますが、その他の組織も応援に駆けつ

けています。そのなかで、岡山NPOセンターからの支援要請を受け、現地で発災から活動し続けているスタッフの交代要員

として派遣されました。 

 

現地は発災から 2週間が経ち、応急段階はすでに済み、すでに復旧段階のフェーズに入っていました。 

ボランティアセンターは、全国から応援に駆けつける復旧ボランティアの方々を受け入れ、効果的に 

被災地の復旧にあたってもらうための機能を持っています。しかし、地元の人達だけでは日に 600 人 

から 1,000 人と集まる復旧ボランティアの方の対応はしきれません。ボランティアの方が並ぶ誘導路 

を設定し、なるべくストレスなく受付を済ませ、活動にあたり必要な説明を受け、現場である真備地区 

へと向かうバスに分乗してもらうという、一連の流れを地元のお手伝いの方々と一緒に作り上げました。 

 

全国から集まるボランティアの方は、それぞれに被災地を助けたいという強い思いを持っ

ています。多くの方は、しっかりと準備をし、必要な道具や熱中症対策も万全です。しか

し、中には現場での活動に必要な装備である長靴やマスクなどを持っていない方も集まっ

てきます。それぞれの思いに応えられるよう、最適な活動場所へとその場でアテンドする

こともボランティアセンターの役割です。 

 

印象的だったのは、かつての被災地から多くのボランティアが駆けつけたということです。 

3 年前、同様に水害に遭った茨城県常総市からも多くの支援がありました。聞くところに 

よると、彼らは今回の被災者に寄り添いお話を聴くと共に、元被災者として多くの有益な 

アドバイスを提供するなど、精神的な支えとしても大きな役割を果たしたとのことです。 

また、彼らの多くが｢恩返し｣という言葉を口にしていたのも印象的でした。 

 

派遣された最後の日に、少しだけ被災地の現場を見てまわる機会を得ました。現場は埃っぽく、そして生ゴミのような、

魚の腐ったような、なんとも言えない匂いに包まれていました。そして、いたるところに災害ゴミの山が連なっていまし

た。その日は倉敷市内全域で 1,000 人以上のボランティアが活動していましたが、まだまだ一度も支援の手が入っていない

家もあるとのことでした。 

 

川を挟んだ倉敷市内はいたって平穏です。しかし、有名な美観地区は観光客が激減し、閑古鳥が鳴いているとききます。

現地に行って、身体を動かすことだけが支援ではありません。周辺の観光地に遊びにいくことも立派な支援です。現地に行

かなくても、支援金や義捐金への協力や、現地で必要な物資･資材の送付という支援もあります。 

ただし、現地のニーズは刻一刻と変化します。その都度、現地の避難所やボランティアセンター 

で必要な物資が掲示され、その場で注文できるサービスもあります。 

  

残念ながら、復興にはまだまだ時間がかかります。支援にはいろいろな方法があります。 

どのような支援が自分にはできるのか。悩まれている方は、ご相談に応じますので、 

お声がけください。 

 

市民交流センター副館長小林が、岡山 NPO センターの派遣要請に応じ、平成 30 年 7 月豪雨(西日本豪雨)により

被災した岡山県倉敷市の支援のため派遣されました。今回はその様子をレポートいたします。 
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※予定が変更とな 

る場合もあります。 

ご理解とご協力を 

お願いいたします。 

 

 

☆2018 ずし市民活動・生涯学習団体ガイドブックができました！ 

 

ずし市民活動・生涯学習団体ガイドブックは、8月 1日（水）より配布してます。 

配布場所は、逗子市役所1F情報公開係、3F 市民協働課、5F 社会教育課、小坪コミュニティセンター、 

沼間コミュニティセンター、高齢者センター、スマイル、福祉会館、高齢者センター、逗子アリーナ、逗子文化プラザ 

ホール、図書館、そして市民交流センターです。 

 

information 
＊開館時間 

平日、土 9：00～21：00 （受付は 20：00まで。 

屋内温水プールの入場は 20：00まで） 

日曜日   9：00～18：00 （受付は 17：30まで 

 屋内温水プールの入場は 17：30まで） 

＊休館日   

第 1 ・ 3火曜日（祝日の場合は開館し、翌日休館） 

年末年始（12 月 29 日～翌年 1月 3 日） 

 

 

〒249-0006             

神奈川県逗子市逗子４－２－１１     

TEL ： 046-872-3001       

Fax ： 046-872-3003  

Eメール ： ac-center@zushi-psc.org 

ホームページ : 

www.city.zushi.kanagawa.jp/kouryu/ 

屋内温水プール 

TEL ・ FAX ： 046-872-3004 

access 

 ＊京浜急行「新逗子」駅より徒歩 2 分 

＊JR「逗子」駅より徒歩 5 分 

（施設内駐車場は台数に限りがありますので、 

公共交通機関をご利用ください。） 

 

 

 

 

 

 

 【開催場所】交流センター１階、喫茶スペース ・ 横 

【開催日時】月～金曜日 １０～１６時（交流センター休館日、祝休日、年末年始を除く）  

※エコ広場お問合せ先  

090-9380-1422（海野） 

 

    
 

 

 
 

 

★ プーチカ １３：００～1５：００ 完泳２コース  

文 逗子小授業 9：00～１３：００ 入場不可 

◆ 逗子小クラブ １５：００～１６：００ 完泳２コース 
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9月 8日（土）10：00～11：30 

ローカルメディア活用術講座 

 
9月 27日(木)10：00～11：30 

おやこのひろば 

mailto:ac-center@zushi-psc.org
http://www.city.zushi.kanagawa.jp/kouryu/

